
令和５年   　　１２月 

上尾市立大石南小学校 

　   No.８

　　　校長　　　　勝　雄一 

日が暮れるのが早くなり、朝晩の冷え込みがいっそう厳しく感じられるようになりました。

新型コロナウイルスが発生してからというもの、さまざまな感染症が季節関係なく流行する

ようになってしまいました。感染を拡大させないために、日ごろから一人一人が予防を意識す

ることが大切です。

さて、もうすぐ冬休みです。楽しい年末年始を過ごせるように、以下のことに気をつけま

しょう。

冬至は1年で最も太陽の出ている時間が短くなる日で、この日を境

に少しずつ昼間の時間が長くなっていくことから、「一陽来復」（冬

が終わり、春になること）とも呼ばれます。昔の人は、太陽の力が弱

まると人間の運気も衰えると考えていたことから、冬至の日に、かぼ

ちゃやあずきを食べて力をつけ、ゆず湯で身を清めて、幸運を呼び込

み、無病息災を願う風習が生まれました。


